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株式会社　高槻オート
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2021 2022

1



目　　　　次

ごあいさつ

環境経営方針

組織の概要

事業・製品の紹介

環境経営組織図及び役割・責任・権限表

主な環境負荷の実績

環境経営目標及びその実績

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組計画

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟 等の有無

緊急事態対応訓練

代表者による全体の評価と見直し・指示

これまでの環境活動の紹介

各種オートマチック修理作業 輸入車整備

ページ

3

3

4

4

5

6

項　　　　目

6

6

8

8

9

9

修理で自動車の長寿命化に貢献しています

2



　ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　環境経営理念

　環境保全への行動指針

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．省エネルギー・節水の推進（地球温暖化の緩和）

３ ．省資源・廃棄物削減・リサイクルの推進（循環型社会の構築）

４ ．環境を配慮した製品やサービスの推進（お客様のエコを応援）

５ ．環境によい製品の採用（エコな会社を応援）

６ ．化学物質の適正管理と４S活動の推進（職場環境の向上）

改定日：

　TAC高槻オートは島本町にて創業以来48年間にわたり、 車の販売・修理サービスを行っております。
　阪急水無瀬駅より徒歩5分、JR島本駅から徒歩10分の駅近、171号線に面しています。
　日産をはじめ、トヨタ・ホンダ・スバル・マツダ・ダイハツ・スズキ・三菱等にお乗りの国産車オーナーさまだけ
でなく、メルセデスベンツ・BMW・アウディ・フォルクスワーゲン・ボルボ・プジョー・アルファロメオ等にお乗りの
数多くの輸入車オーナーさまにもご利用頂いております。
　当社は、大阪府の京都よりで、171号線沿い県境に拠点を置く社屋には“環境整備研究所”の大きな看板を掲げてお
ります。看板等に象徴されるように、環境（特にCO2削減）を重視した自動車整備に力点を置いており、また、自動車
整備に関わる環境問題を共同研究するASKnet（全国自動車整備事業者環境団体）に加盟し、自動車が及ぼす大気汚染
問題、地球温暖化問題、騒音・振動問題に積極的に取り組んでおります。
　平成１５年度、１６年度近畿運輸局大阪運輸支局長の「自動車関連事業の大阪推進協議会」より環境保全優良店の
表彰を受け、続いて１７年度は、近畿運輸局長の表彰を受けました。
　エコアクション２１の認証・登録証は２００４年１１月１０日に第1号として受理しました。

代表取締役社長

制定日： 2004年1月17日

 当社はエコアクション21認証取得第1号として、自動車整備・販売の事業において、業界の
トップランナーとして、その行動指針を以下のように定め、全社一丸となって継続的改善に
努めます。

2019年10月11日

環境経営方針

倉本　勇
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□組織の概要 更新日：

（１） 名称及び代表者名

株式会社　高槻オート

代表取締役社長　倉本　勇

（２） 所在地

本　　　社 大阪府三島郡島本町高浜二丁目4番28号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　 代表取締役社長 　 倉本　勇 TEL：075-961-2181

担当者 西村　愛

（４） 事業内容

自動車整備業 陸運局指定工場 指定番号 大指大第577号

（新車・中古車販売、自動車整備、保険代理業）

（５） 事業の規模
売上高 千円

従業員　　　　　 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡

（６） 事業年度 3 月 1 日 ～ 2 月 28 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社　高槻オート

対象事業所： 本　　　社
活動： 自動車整備業

□事業の紹介

本　　　社

2022年5月1日

地元の自動車販売修理店として、愛車の修理・車検・点検をはじめ、販売も行っております。
純正の新品部品を使用した修理方法以外に、一般のディラーでは使用・活用を行わない「純正部品以外の
パーツ」や「リビルトパーツ」「リサイクルパーツ」「中古タイヤ」の活用のご提案等も行い、環境に配
慮した整備を目指しています。

1,518
7

組織の概要

86,435

4



更新日：
代表者

環境管理 責任者

環境事務局

部代 倉本

2021年5月1日

環境経営組織及び役割・責任・権限

朝礼

西村

社長 倉本　勇

西村

事務所 工場

統括責任

必要な経営資源を準備

環境経営方針の策定・見直し

環境に関する実行責任者 環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境関連の外部コミュニケーションの窓口
環境経営計画の審議

環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

TAC高槻オートは島本町にて創業以来48年間にわたり、 車の販売・修理サービスを行っております。

阪急水無瀬駅より徒歩5分、JR島本駅から徒歩10分の駅近、171号線に面しています。

日産をはじめ、トヨタ・ホンダ・スバル・マツダ・ダイハツ・スズキ・三菱等にお乗りの国産車オーナーさまだけ

でなく、メルセデスベンツ・BMW・アウディ・フォルクスワーゲン・ボルボ・プジョー・アルファロメオ等にお乗り

の数多くの輸入車オーナーさまにもご利用頂いております。
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単位
kg-CO2

㎏

㎏

㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の平成30年度調整後の係数　
※二酸化炭素総排出量には灯油、LPGを含む

✕

✕

✕

〇

✕

〇

※「環境によい製品の採用」については、整備用品や事務用品で環境配慮製品の採用に取り組んでいます。

数値目標：○達成　×未達成 #
活動：〇よくできた　△まあまあできた　✕できなかった

電力による二酸化炭素削減

2020年

2021年

2006年
33,860

1,200

2,900

1,500

主な環境負荷の実績

環境経営目標及びその実績

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

14,265

114%

122

（目標）
評
価

2020年 2021年 2022年　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

92%

3,531

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2

　一般廃棄物排出量

二酸化炭素総排出量

3,485

13,560

kWh/千円

一般廃棄物の削減
kg 595 553

2,343

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） ○

法定点検の促進

取り組み計画

台 - 120

93%

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2

○

2,166

2023年
（目標）

原単位

549 553

基準年度比

基準年度比 99% 101% 98%

自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2 3,450

化学物質の適正管理
99%

（基準年)

382

廃棄物排出量

2,918
2,579 1,802 1,695

2,593
2,889

120

数値目標 ✕

1,678

92%

0.326 0.322

0.334

906 684 549

1,570

項　目 2019年 2020年 2021年

水使用量 408

3,406 3,137

・不要照明の消灯

1,703

18,447

3,415

301

10,155 10,008 9,906

基準年度比 99% 99.4% 98% 97%

㎥

0.3160.352 0.319

10,213

　産業廃棄物排出量 2,080

基準年度比

13,697

・エアコンフィルターの掃除 ○

水道水の削減

行動目標（次項による）

13,686 13,423

10,111

307

・空気圧縮機のエア洩れ点検 ○

2,0602,171 3,199

2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

90%

2,803

102%

15,314

2,668 2,365

375

（目標） （実績）

2,753 2,939 1,981

達成状況

93% 90%

13,286

3,380

536

2,918 3,484
2,433

97%

2,816

取組結果とその評価

前期に引き続き感染症対策のため、通年で換気を十分行うため、
消費電力の削減が困難であるが、引き続き、節電に取り組む

334 331 382

120

原単位目標 ✕

地球温暖化防止のため、社員

一同、省エネに取り組んでい

ます。0

1,000

2,000

3,000

4,000

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

電力（kWh） 2020年 2021年

6



自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2020年

2021年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2020年

2021年

水道水の削減

取組紹介欄

2020年

2021年

数値目標 ✕
○

・トイレ擬音装置の活用による節水
・節水シールによる啓発

○
・洗車時の出しっぱなしの防止 ○
・水漏れの点検 ○

14 287
8月 9月 10月

・アイドリングストップ

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

183 187

・マイ箸、マイカップ、マイ水筒運動の推 ○

・急加速・急停車の防止

180
42113 174110

11月3月 4月

○
△

92

12月

・冷房の控え目使用

・分別による古紙のリサイクル化 ○
・帳票見直しによる印刷物の削減 ○

〇 ユーザーへの見積もり送付をメールで行うことが定着しており、印
刷物の削減に寄与している。目前に控えるインボイス制度により、
請求書類の電子化が進むことでさらなる紙の削減は期待できる
が、経理的に、買掛金計上の際、一時的に不便が生じると思われ
る。この機に、仕入れ先の請求書と受け取った納品書の整合確認

5月 6月 7月

数値目標 ✕

1月

○
経費精算漏れによる計上の偏りが見られる。正確な数値把握を努
める。

88

38 41 49

6月 7月5月3月 8月

数値目標

55 53 50

74

・両面印刷、縮小印刷の利用 ○

166 37 50 42 95 241 218 69 103
2月

45

23 3227 30 22
5月

10月

12月 1月
34 30

2月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

12月以降、漏水の修繕により大きな改善となった。不要な栓を含
め、現在想定される水道利用場を適正に縮小することにより、以降
の管理がしやすくなった。いずれは節水便器に置き換えも考えたい
が、現在は、水タンク内部品の経年摩耗などには適宜できる範囲
での工夫で対応し、SDGsに沿いたい。

51 38028

達成状況

11月9月 1月

4951

32 30 31 29

3月 4月

12月

6月

43 15

10月 11月

51

29

45 42 44 47
4月

40

取組結果とその評価、次年度の取組計画

1329

2月
52

50 43

52 57

49 46

9

7月
24

54 51

42

8月 9月

達成状況

27

48
50

27 29

0

100

200

300

400

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

ガソリン（L) 2020年 2021年

0

50

100

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

水道水（㎥） 2020年 2021年

0

20

40

60

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

一般廃棄物（kg） 2020年 2021年

走行中にCO2を出さない電気

自動車の利用を行っています。

コロナの影響により、使い捨て

品に関連するごみは増えました

が、ストロー使用を取りやめ、

引き続きリサイクルにも取り組

9月に漏水が発覚し、修繕。散水栓の使

用箇所を改めて確認し、露出配管し直す

ことで、メンテナンスし易くした。修繕後は

使用料が激減し、直近だけでなく経年で
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化学物質の適正管理

取組紹介欄

リスクアセスメント実施済み

法定点検の促進

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

空気圧縮機

フロン排出抑制法 業務用空調機

□外部からの環境上の苦情・要望等

　対象期間はありませんでした。

緊急事態の想定： 火災及び油流出事故の発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者：
■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練　☑油流出事故対応訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

油の保管、油水分離槽

騒音規制法
振動規制法

水質汚濁法

空気圧縮機

ダイレクトメール

数値目標 〇 各種案内をメールで送ることが定着し、ユーザーからのレスポンス
によるコミュニケーションが測れている。作業員の負担軽減のため
入庫コントロールをし、できるだけ当日緊急要対応の車両を減らし
ていきたいと考える。定期的な検査により、余裕をもって安心したド
ライブになることをユーザーに認識してもらい、12ヶ月点検の入庫
を呼びかけたい。

浄化槽浄化槽法

・有害性物質の表示の徹底 ○
・容器の蓋の徹底 ○
・作業ミスによる使用量増加の抑制 ○

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

化学物質のリスクアセスメントを行った。作業時の吸入を防ぐため
注意喚起を行う。次年度以降、作業の際の防護マスクなど、必要に
応じて導入したい。

・代替物質の検討 ○

お客様へ環境の視点で呼びかけ 〇

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

〇

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

一般廃棄物、産業廃棄物（金属くず、廃タイヤ、廃バッテリー、廃油等）廃棄物処理法
適用される法規制

消防法（危険物）

火災対応手順書及び油類流出事故対応手順書に従って実行。大きい問題もなくスムーズに実行できました。

2021年12月1日 喫煙場所

危険物の保管
環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

喫煙場所より、タバコのけし忘れにより火災発生したと想定。手順書に従っての訓練実施。また、消火器を
使用しての消火訓練を実施する。及び、ピットでの作業中に誤ってオイル缶を倒して流したとの想定で手順
書に従って訓練実施した

全員

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

緊急事態対応の試行・訓練

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

廃棄物の適正処置、化学物質の適正管理等適切に取

り組んでいます。

化学物質の適正管理に取り組んでいます。

防災にも取り組んでいます
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実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり 実績を踏まえて見直すこと

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

永年継続表彰 たかつき市民環境会議省エネコンペ

これまでの環境活動の紹介

認証登録第一号店として17年目となる。自動車産業界が安全装置の進歩に伴い大きく変化するため整備業務もまた大きな転換
期を迎える。外車の修理が中心となり、環境に対する認識も高いユーザーが増えると考えられる。他の整備工場に先んじて対応
し、豊かな自動車社会に貢献したい

2022年4月10日

代表者による全体の評価と見直し・指示

CO2削減を目指した省エネコンペに参加しました。
エコアクション21に取り組むことがSDGｓへの取り組

みとなります。
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